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「母子関係論j に対する一考察
田 中
??
はじめに一一問題意識
(1) 乳児期研究の重要性
今日、人間の発達が単に遺伝的要因だけで決定されると考える理論は影をひそめ、多くの場合、
何らかの形で、発達に合ける環境、さらKは学習の果す役割の重要性が認められている。とぐK、
子どもが、乳児期にどのよう念環境のもとで、どのような働きかけを受けたかというととが、そ¢
子どもの発達に大き念影響を及ぼすとと、つまり、発達K訟ける乳児期の重要性を指撫する研究が
盛んK:i，'"と左われている。
乳児期研究の一つは、いわゆる学習理論の側面からの研究である。たとえば、カナダの心理学者
D.O・ヘタプは、 K.ロレンツやE.H.ヘスの実験により明らかにされた鳥類VLi?ける「刻印
づけ(imp r i n t ing ) Jと同じよう左現象カ人口甫乳類Kも見られるととを明らかにしている。
たとえば、人間K飼育されたヒツジやヤギ念どの動物が、同族の動物K対して正常左反応を示さ念
〈在る(生殖行為K沿いでさえ)というととがよく見られる。さらに、実験的研究として、生後16
か月まで暗室で飼育されたチンパンジ}は、 神経節細胞の多くが失われ、視覚系の障害が生じて
いるととを示し、生殖行為あるいは物を見るという極めて生得的行動と思われる行動でさえ、成長、
発達過程での「初期経験Jr初期学習JVL左右されると述べている。(注 1) 
また、アメリカの心理学者、 J・ McV.ハントは、 19 6 5年より着手された「ヘタド・スター
ト計画jの実践を通して、乳児期からの発達保障の観点を示唆している。 rヘヲド・スタート計直j
とは、アメリカのいわゆる貧困問題対策の一環として訟と左われた試みで、社会的経済的K下層の子
どもが小学校K入学した時点ですでに学業についていけず、さらに、その遅れが学年が進むKつれ
て大きく念っていく現実を前K、貧困層の子どもたちを対象K、一般の子どもたちに先立って就学
前K補償教育を事?と念b うとする計画である。との計画は、四歳、ときUては三歳児が対象とされた
のであるが、との計画がか左らずしも成功したとはいえ念い原因のーっとして、ハントはそれ以前
の発達保俸の重要性を指摘している。 r一番影響の大きい生後4年聞を不利念環境で過どすのは、
代償があまりにも大きすぎ、念か念か取り返えしがつか念い。むしろわれわれは、補償より予防を
g指すべきでは念いか。 J(注2)と、ハントは提起しているのである。
とうした学習理論からの研究と同時K、もう一方では、臨床心理学の側面からも、乳児期の重要
性が指摘されている。子どもの成長、発遣にとって保育環境か重要であると言われ念がら、今日の
子どもをとりま〈環境はあまりにも多くの問題を抱えている。公害、それに伴う自然破接、住宅事情、
9・
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。子(1 2.5生〉話しかけると暢語がよく出る。腹這いはいやがる。遊びつかれでぐると指吸
生後3か月からの乳児保育をさ訟と在っている公立のA保育所の実践報告を見ると、生後3か月の e
交通事情、家庭の崩壊、等々のなかで、社会全般的に、子どもの発達阻害状況があるといえるのでは
であるとか「言語発達遅帯」といった問題K、発達の初期
ゴロンゴロンと寝返りで移動。目Kついた玩具を見せて呼びかけても視線が
K必ける保育環境、働きかけの如何陀よって、回.鍵できたと考えられる事例がたくさんあるのであ
母親がよぐわかっていて人見知りがはじまる。抱っとやオンブの生活が多か
ミルクも遊びながらダラダラと飲む。入所まで祖父母が
よほどの
2 2日にはじめて登所。あまり表情がない。首のすわ
その子どもの生育歴VLj;...ける母子関係のあ
り方、母親の育児行動のあり方が問題にされる場合が多い。小嶋謙四郎氏念ども、極端K臆病で落
ちつきが念い 8歳の男児の例を挙げ、その原因について「辛子ばあちゃんの育てかたが失敗だったの
では左い。最近までともゆきくんにとって、心宿泊8，VC一貫した母親が不在だうだjのだ、という判;
J J 7、渋滞ない・川ソ 3・川崎機所議会や33-:lL tr 
断を下している。(注4) 
J ，fら¥ふ;旬、121a
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話しかけても反応
deprivation)Jがその後の精紳発達にさまざま念影響を及ぼす
ζζでも、乳児期初期の重要
とタわけ、母一子関係、母親の養育行動が問題Uてき
れる。たとえば、先K述べた、ハント念ども、補償よ b予防をというととから、母親教育Kもっと
首のすわりが不安定。首を自由に動かせ左い。表情が乏しい。(注3) 
カを注ぐべきであると述べている。また、精神分析学の研究者たちは、やはり、乳児期になける
⑬男(1 2.7生)腹這い念どはいやがら左いが、起きている時もじーっとしたまま。
以上のよう K視線が合わ左い、表情が乏しい、晴語が少ない、動きが不活発、
入所時K、すでK発達上のさまざまな問題が現われてきているととがわかる。
ったので、下VLj;...ろすといやがってよく泣〈。腹遣いは全然だめ。
育児Kあたって訟り、昼間は、祖父に抱かれていた時聞が大半。
0歳の段階で指摘されてなb、
りが不安定。母乳を飲んでいたので乳首をいやがる。
「問題児JVL対する臨床事例念どでも、
さて、乳児期の重要性というととに念ると、
風邪をとじらせて、
4月入所時の子どもの様子、
空腹以外は事?と念 しくしている。
「情緒不安定J
がない、等、非常κ重要な問題点が、
、
‘ .も
「母子関係論J備すの必要性
「母親不在(ma te r na 1 
性が明らかκされている。
ないだろうか。そして、
⑥男(1 2.1 4生〉
⑥子(1 2.2 0生〉
いが始まる。
⑮子(1 1.2生)
③男(9.2 0生)
合わない。
と述べている。
<A保育所
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しかし、現実Kは、母子関係を云々する基盤である家庭そのものが、家庭~てがける教育機能その
ものが崩れているといえるのではをいだろうか。もともと「母子関係論」は、家庭や母親を長期間
ョー
「施失った状態Kある入院児や施設収容児に見られる一連の臨床症状(無表情、言語遅滞、等)、
-
• 
設病(~ 0 S P i t a 1 i srn ) Jとかかわって述べられてきた。それが、乳幼児期に一般の家庭で育
「ホスピタリズムJの症状を示す子どもの事例が最近特K増加しているのが現実
maternal 
の既往を有する一群の特徴ある行動異常児についてJの臨床事例を詳述し、
四しかも実母K養育され"f.lがらも、「一般家庭内で、である。島田照三氏は、
deprivation • 
てられ左がらも、
単に母子を中心とした発達心理学を基盤とナる治療だけでは念しその背景にある社会的要因を十
分に考慮に入れ念ければ走らないと指摘している。(注5) 
I .電
との点については、小嶋謙四郎氏ふ人間の社会性の発達の基礎である「微笑反応」の発達に関
~ ， 
「生まれたとき、すでに準備されていた微笑反応は、乳児と母親のタイミングのよい出会いして、
さらUてその傾向を強めるととが予想、されるといいましたが、施設児の場合はとの点で、Uてよって、
ととで家庭児、施設児とわけたとしかし、家庭児よりいささか不利念状況にいるといえましょう。
きまってとのよういつ、いかをるときでも、施設児には、とは、あぐまでー舟妨句な基準であって、
念ハンディがあるというととではありません。むしろ、今日の家庭には、母親が一貫して保育の役-e . 
割をとるととも左〈、乳児との相互作用の乏しい場合もあり、それに対して、施設では、乳児の精
いささかあべとべの現象すらみうけられる神発達管理に、真剣念努力がb となわれているという、，. 
「母子関係論」は、単に一般的な乳児と母親のありかたを示すもとの頃です。 J(注6)と述べ、
のでは左いととを示唆している。， 
さらK、実際K、多くの子どもたちが、乳児期から、保育所であるいは施設で生活しているわけ
(昭和 47年 12月現在、保育所のO歳児在籍措置数は全国で1249 1人、全措置児童であり、，?? ? ?
「母子関係論」そ4 5年度はa0 4 7人で、年々漸増している)とうした現実の中で、の約 l~ 、
??
のものを検討していぐ必要があるだろうと考える。
f母子関係論 jの今日的課題
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「乳幼児と母親(あるいは生涯母
しかも両者が満足と幸福IIK満たされてい
とタわけ 8歳未満児κとって、
「母子関係鶴Jとは
「母子関係鎗Jとは、乳幼児、
親の役割闘を果す人物)との人問調係が親密で継続的で、
????， ， ?•••. 
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とうした T母親的養育 (mat erna 1 
「母親不在(ma t e r n a 1 d e p r i va t i 0 n) J 
るよう念状態沙精神衛生の根本である。 J(注 7)とし、
ca re )Jの完全念る、あるいは節分的な喪失、
? ?
??， ?
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の経験は、乳幼児の人格発達に致命的な影響を及ぼすというものである。
「母親不在(ma t e rna 1 
精神分析学者、 R.スピッツ等の研究である (194&-.，1946)。スピヅツは、施設児の
から、著しく異常な症候群を発見し、生後 1年の施設児I(C対する発達診断的研究K着手した。その
deprivation )Jの問題Kついての基本的念研究は、アメリカ
• 
t 
A 
結果、施設児K見られるさまざま念異常症候(運動が著しく緩慢K左る、全く受動的VC1.rる、表情
両眼の協応、そ〉弛緩¥筋肉の不随意左けいれん)は、情緒欠乏症であり、母親の個性が空虚である、
と述べている。そして的な人格の影響は比較的少なく 、母親の物理的不在か快定的な要因である、
" 
とうした一連の症候群を「ホスピタリズム(h 0 s p i t a 1 i sm) Jと呼んだのである。(注8) .ー舎
J.ボウルピィは、 WHOとうしたスピッ ツの研究の上K立って、イギリスの精神分析学者、
1 9 5 1 施設児の調査をなζない、(世界保健機構)の要請Uてより、多数の国々の狐児、里子、
• ，_ 
HEAL TH J MATERNAL AND CARE 詳細な報告 IMATERNAL年K、
， 
ボウノレピィは、母子関係から分離された子どもの行動の変化、母親ととのなかで、を出している。 .，. 
の再会後の筋昼、乳児の年齢との関係念どKついて明らかKしている。そして、子どもの精神発達 . . 
• 、
Kとって母親の果たす役割の重要性Kついて、母子関係という特定の継続的念関係を通して、子ど
『?
?
そとから、自我、超自我、親の不在K耐える能もは親との同一視、内面化、取 り入れを事?とない、 、
‘ 
とうした「母親不在J論の根底K、母ボウルグィは、カを形成しうるのだと述べている。さ らに、
親との緊密念接触を求める子どもの要求一 「愛着行動(a t t a c hm en t )Jがあるととを指摘して
-~ 
いる。
?
?『、
アカグザルを使って、一連の母子分離K関アメリカの行動研究者、 H.F・ハーローは、また、
. 、
との針金製と布製の代用母親のもとで飼育する研究をお‘となっている(1958，-._， 1966)。
J降、
されたアカグザルの行動観察から、ハーローは、母子分離Uてより、何事Kも無関心のまま、ただじ
ミト
-、
03 
うつろ左ま念ざしを向ける、紋切型の往復運動をなと左い、強迫的習癖を示ナ等の
行動障害が現われたととを報告しているO さらK、アカグザノレVLi>'"いても「愛着行動」が見ら・れ石
っとすわって、
?
? ?
が、食事の欲求よりは接触要求の方が「愛着行動JVLついて、はるかK決定的念要因と在るととを
明らかKしている。
さその後も多ぐの研究が主?と念われ、今日の乳幼児研究K大とのよう念「母子関係論」を契機に、
、，
' 
き念影響を与えている。乳児K、母親K対する「愛着行動」が見られるというととは、今日、一般、
つζの「愛着行動」は、生得的VLrひとJVL結びつ的に認められるようK念ってきている。そして、
E 
• 
ζれを強化するととはあるが、直接的念要因では念いζと
も確められてきている。先述のハーローの実験からもとのととは伺えふが、シャツフアーとエマー
ソンの研究(1 9 64)によっても、乳児K一度も日甫乳をした事実の念い人物Kよb強勺「愛着行
:J ~- ，、 Af、ふ
、，
L 
3 
いたものであり、身体的要求の充足は、• .、
. 
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動Jを示した例念どが報告されている。また、浅見千鶴子氏は「愛着行動Jとは、 「ある程度、運
動性の発達した幼体が、親から隠れないよう依存して、養護を確保するためκ備わっている、ある
いは獲得した行動の総称J(注9)であるとし、灘巣性の鳥類や他の晴乳類念どに見られる「刻印
づけJr追従反応J念どに相当するものだと述べている。ソビエトの児童心理学者、エリコニンも
「事、はしゃぎ反応jとして、 「とれは、直接的には、子どもの有機的欲求の充足と結びついてい念
い0 ・・・・・・眠りKよる疲労の消去、食事による飢えの興奮の消去は、ただ否定的念情動的反応を念
ぐし、そのととによって、肯定的な反応が発生するための前提条件をつくり出すだけであって、そ
• ・ 『. 
酋
‘ 
、、h-
.，ミ.
‘. 、
• • 
'1. -
れ自体としては、肯定的念反応を生み出さ念い。反対にとれらの欲求が充足されないとと Kよって
否定的念情動状態の念かになかれている子どもK、ある時間、訟となとのコミュニクーションK基づ
いて肯定的反応をひき訟とすととさえできる。J(注 10 )と述べ、とれを「新しい社会的欲求Jと
名づけている。
. 
‘ 
. 
， 
/J嶋氏は、とうした二次的動因説(母子関係の成立を、乳児が栄事長の供給をすべて母親K依存し
ているととK求める説)批判から、生涯代理者の機能のはいる余地の念い存在としての母親、ただ
ひとりの人としての母親の不在を説いている。(注11)また、氏は、との特定のひとりとしての母親の
意味を、①保育者として、乳児の生理的欲求の解消に重要在役割をもっている、(がL児をとりまぐ
外界の事物や事象のなかで、母親は、もっとも魅力のある新奇念知覚刺激である、③母親は、いつ
も乳児の身近にいて、乳児が生来的K内臓している徴笑、暗泣、呼有語のどとき行動型Kタイミング
よ〈答え、それらの行動裂が社会化していくいとく・ちを与える、 の三点Kまとめている。(注 12) 
さらに、 f母子関係論JK関する研究課題は、 ①乳児Kとって「母親Jとはどん念刺激であ
るのか、(診乳児の心の内部に「母親Jがぐみとまれてゆぐのは、どん念刺激Kよるの治、③「母親j
という刺激の乏しさやゆがみが子どもの性格形成Kどん念影響を与えるか、という点十てあるとし、
今後の線題としては、①「愛着行動J成立κついて、②「愛着行動Jとひとみしりの関係について
@母子関係から母と子の結びつきを解いて自立してい〈過程Kついて、を挙げている。(注18) 
(2) r母子関係箇jをめぐる
以上、 「母子関係論Jの概略と、日本で、現在、どのよう念方向で研究が進められているのかを
述べてきた治、次に、私?去りの「母子関係愉」 κ測する疑問点を整理していきたい。
第ーに、乳児κ見られる f愛着行勘Jを、生物学的「母親Jと結びつける論理的必然性がもう一
つ不明砲であるという点である。先述した小崎氏による、二次的動因説批判から特定のひとりとし
ての母親の存在を説明するκは無理があるのでは念かろうか。氏は「依存性を重要視してきた人た
??
，?
;; J 
"" . . .
• 
ちが、母子関係の成立に、もっとも妥当念説明としてとりあげてきたのは、乳児が、カロリーと栄
費の供給をすべて母親の保育K依存しているという夢実でした。 J・そして、 「カロリーと栄警の供
給者として母親を重要視すれば、それは、母親以外のだれかK、その代理をつとめさせるとともで
-41-， 
• • 
， ， ?
?
??
?
?
?
きるでありましょう η 不特定の人物がいつでも母子関係を成立させるととが可能だという考え方も
o t.
。i;針「すでに外界のとみいった新奇念刺激を自律的K求めていく事実jしかし、新生児は¥できます。」
n . があり、母子関係の起源は、ただひとりの人への自律的結びつきKあるのだと説明しています。し
かし 、生物学的な母親を他者か♂区別するととろのものは、唯一、晴乳行為というととだけでは念 ?
，?
???
いだろうか。そうだとすると、二次的動因説批判jとのかかわりvcjO~いて矛盾が生じでぐる。乳児に
J 
' 
• 
見られる「愛着行動Jを乳児一周囲のなと念の系として考えては念ぜいけ念いのだろうか。また、
，
?
? ?
しかも「正常JVC あるいは部分的に失い左がら、さまざま念理由で、生物学的な母親を、完全K、
-:.， 
2 
という疑問も出てぐるの発達している多ぐの子どもたちの発達KついてどのようK説明するの効、
- .臥
である。
-~い
_'" 第二点めは、特定のひとりK対する「愛着行動Jの成立、発展のメカニズムKついてである。一
勺:，
つUては、母子関係成立の起源tてついて、生理的欲求の満足、飢餓解消説を批判し、ハーロ一念どは' 
???
ニ~r'
シグナル行動(暗位、微笑)、接近行動(しがみつき、後追い)
いろいろ念身体的欲求の充足という側面と、生得的な生
ボウル グィは、接触の楽しさを、
むしろ、の本能型の反応、を挙げているが、
.ι・干i
理的反応とその社会化の過程とのかかわりを考える必要があるのでは念いだろうか。生理的微笑か
さらに、 親しい人と見知らぬ人を選択して反応する選択的社会的徴笑の段ら社会的微笑の段階へ、
S r ， ~ 、ある複数の人K対する「愛着行動Jを先行条件として、特定の限られた階へと発達し、そとから、
.，」E2
刊fz・.3.歳頃K自立、社会性の発達とれを基盤として、
t:々、.
とうした道筋が見られたとししかし、観察結果として、
人K対する「愛着行動Jが示さ・れるようK左夕、
が見られるように念るというととである。
内"U2:a 念ぜそのよう念道筋を通るのかという点が不明確なまま残されているのでは左いだろうか。ても、
~þ;. 第三点めK、二点めとも関連して、母一子の一対ーの関係を解いて自立していくメカニズムが明
多、.
8歳まで、子どもをとりまし他の子どもたちはもとより、他らかで念いという点が挙げられる。 f • 
‘、
'‘ 、・唱
の名、と念との関係も、全〈不問K付されているが、母子の一対ーの関係から、自立や社会性の発達
を語るととができるのだろうか。 今~.
Hζv 
eabミ最後K、生物特句母親の存在の重要性を述べている久母親を絶対視するあまり、かえって逆K
" 
「母性Jや「母性的養育行動Jと呼ばれる具体的内容があいまいをままK在っているよう念気がす ， ????、?? ?
4軒4
と
るのである。今日のように、家庭での育児の困難性が増大し、一般家庭で母親K育てられ念がら、
いわゆる「ホスピタリズムJと呼ばれる症候事例が多数現われてきている状況の念かで、特K、
-L:t t 
の点を明らかKしていくととが重要であろう。
? ?， 、
•. 
、
?、以上のよう念問題意識をもって「母子関係論Jを検討しようとするとき、フランスの心理学者
? ?
H.ワロンの「融合的社会性Jvr関する研究、及び「情動.Jvr関する研究が一つの有益念示唆を与
' 
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? ?、?
，
???
?
?〉
?? ， ?
?
? 『
th 
れ句:4 
-'. ‘・， .・'.、  
l< 
t 
'1; 
i令長jf込金チ雪L4ywJ--包73k
， 
a ' ，、
?? ? ?
• 
‘ 、
む.・:ー
えて〈れていると思うので、以下、検討していきたい。
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ワロンのf情動理論 jによる f母子関係論 jへの接近
「愛着行動j成立の要因に関する検討
、??? ? ??，•• 、
人間の新生児の著しい特徴として、その未熟性は広〈認められている事実である。スイスの生物
「二次的就巣性J~ との特徴を「生理的早産J説、ボルトマンは、比較行動学の立場から、学者、
つま夕、他の高等豪物がほとんど完成された親のヒナ型として生
まれ「離巣性Jを示すのK対し、最も進化しているはずの人間の場合、 「離巣性Jの豪物のレベル
(注14)よって説明している。
に達するまでに 1年ほどは早〈生まれすぎているというのである。
ワロンは、新生児、乳児の状態を「融合的社会性Jの段階だと述べている。との「融合的社会性J
「二次的就巣性Jの概念と深ぐかかわっていると考えの概念は、ボルトマンのいう「生理的早産J
その未熟性故に、まわりの環境状況の中K混沌と差是られる。ワロンは、新生児の、著しい未熟性、
との新生児。未熟性は、没してしまっている状態を「融合的社会性Jと呼んだのである。さらに、
環境状況と未分化に融合しているというだけでなく、人間に特有念対凶新皮質ーとの存在が、新生
児の未熟性をまさK規定しているのであるがーーが、必然、的に人間社会と結びついているという事
つ
との新皮質
が、言語の使用品きひ・つハて、高次の神経系として活動しうるためは、人間社会との接触が不可欠の条
「個人を担会から分離し対立させるととは、その人ヲロンの ζとばによれば、件と在るのである。
の脳から皮質を切b離すとと Kひとしい。念ぜ念らば、大脳半球の発達と形状とが人間を他の類縁
の豪物から区別する最も確実なものと念ったのは、言語領野のどとき皮質領野の発現によるのであ
ある種族に肺があるとと治、大気の存在を意味するのれその領野沙堵士会の存在を意味するのは、
と同じだからである。社会は人間にとって必然、的なものであり、有機的な関連をもった実在である。
?， ? ?
?，??
?? ? ?
， ? ? ? ?
•• 
?
社会が人間の生理機梅の中K始めからすっかり組み立てられているというのではない。使用されて
いる言語の何らかのシステムが学習以前κ言語領野に組織されているのでもない。作用は逆方向に
、
E 
ミ包、
実が「融合的社会性Jと呼ぶととの、あるいは呼ばねば左ら念いととの正当性を裏づけている。
ま夕、人聞を他の動物から大きくヲiき離している基盤は、大脳新皮質の存在なのだが、
bと念われる。社会の方から個人への規定を与えるのである。社会からの諸規定は、個人にとって
(注15)必要念補体念のである。個人の方もまた平衡κ向かう系として社会に向かうのである。 J
という ζとである。
との f触合的社会性jの中vcr愛着行動Jの成立要因があるのでは念いだろうか。入J問は、非常
κ複雑念精神生物学的機構をもって生まれてくるわけである治、機嫌が豊かであるととと機構の各
部分が完成しているとととは逆向きの関係陀あ夕、未決定念部分が大きいからとそ、可能性も大き
したがって、大き念可能性を秘めつつ、未熟で生存そのものも他人の助け陀依存す
? ? ? ? ?
??
?
?
?? ? ? ?
?
?、 ? ，
?
???
?? 、 ?
??
いわけである。
、
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る(との依存性は認める必要があると考える)存在だというととから、乳児は、誕生直後より、周
囲とのつ念がりをつくらねばならをい。他者とのつながりのための手段として、 人間は、人間特有
の言語をも っているわけであるが、乳児期段!渚(之がける他者とのコミュニクーションはいか左るシ
ステムのもとになと念われているのぞろうか。とれKついて、ワロンは「情動jの役割を提起して
いるのである。
ワロンは i1年未満の子どもの行動は、二つの顕著念特徴を示すJ(注16)として、生まれたば
かりの子どもKは、外界と交渉する実行力は何も左いのに、情動反応、は早くから成熟していると述
べている。生まれたばかりの子どもK実行力がをいととと情動反応が成熟しているとととは一つの
まとまりを7をしているのであり、情動反応が実行力の左い点を補っているのである。そして、実は
との情動機能は、多くの個体問K有蜘句連帯を成立させ、本来的に社会的(集団的)念ものである
， 
とと、また、その後のより高次念精神活動の基盤もとの情動機能を基盤としているととを、ワロン
は明らかKしているO 以下、ワロンの 「情動理論Jを見ていきたい。
新生児、生後 8か月ぐらいまでの子どもは「内部感覚(sensibilitる in terocep ti vる
と「自己感覚 (proprioceptif)J VL支配されている。 i3か月以前Kは、子どもの外部知
覚的活動(外界の知覚から動機づけられる活動)は、どく端役のものにすぎ念い。知覚よりは、は
じめのうちは自分の気持ちよさあるいは、今の体の状態のー普Eが伺か不足してきたという場合に対
d 
応、する不満足感によって反応し・ているようである。J(注17)と述べられているが、 「内部感覚J
(消化器や呼吸器念どの内臓の感覚)と「自己感覚J(姿勢の感覚で、三半器官と迷路からくる平
衡感覚や身体の移動の感覚)か、らくる無条件反射としての諸反応(筋肉のけいれん)が、初期の乳
児の生活の大部分である。 ζの点Kついて、さらにヲロンは、泣くという行為を例にとって説明し
ている。たとえば、産声 Kついて次のようK述べている。「新生児の泣き声は、ルクレチウスKよ
れば人世の苦しみを前K しての嘆きの声であるし、プロイトKよれば不安の象徴であって、羊膜か
ら外気中K出てくる出生とそ、人生のいか念る不安Kよっても凌駕されえ左い不安の原形である。
しかし、生理学的Kは、との泣き声は、呼吸器のけいれんであるo それは、新生児が、胎内から出
て、血液の酸化を必要とする瞬間になとる。泣き声のかわりにぐしゃみ即ち、気管の爆発的反射で
ある ζともある。そのきっかけは、鼻粘膜の刺激かもしれ左いが、主左原因は、泣き声と同じく新
A 
生児が胎内から出?と時のまわりの温度の変化である。 J(注18)・ ζのように、新生児の産声をア
ロイトのように心理的K動機づけるととは非常に無理があれ泣き声の発生のしくみは呼吸反射K
伴う声門筋肉のけいれんなのである。
， 
ョ ， ? ? ?
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しかし、重要れとは、との生理的けいれんは、内に未来への精神?発達を秘めているという点
である。つまり、との時点での泣き声は、悲しいとかぐやしいといった感情と直接K関係は念いが
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筋肉。けいれんK伴ラて、 A己分化ではあるカミ感情(t青島)の康的的形"である結党が使じるのであ
る。そして-~待持系のJta.てより、内.4宵や1運動録音在ど慢.<<的;てばらばら在反応であったけ
余分イヒ在感覚状停から分化した層際情状轡へと発発してい
いれんが総蟻fヒきれてぐるにし売がって、
( "宇・埼的構震ができるがり、泣き舟も 山をどの感情炎現の r~段として分化していぐのであるつとうし
先発遭:場砲は、..在る内総的成燃としてのみ実現するカでは在〈、厳初乃や均的ーすいれん(泣会声
ゃ.~院をど) Iて周甥ゐ訟と念カ:、生想的欲求のd礎的をftみ取り、通切在かかわりを待っていぐとい
うとと~~条件と念っているのであるの
f情動は、他。人iても得似実相互約念反応を引き~とすととを必慢とするもので、情動は他人K
伝倹ずる大きをカをもっているo 他人の滑・~~面して平然としている乙とはむずかしいい同じ情
.，ヵヘぞれと相縛的念.~脅か、
とで、情."の伝染性、集団性の積硬性も指鏑されている。情動というのは、自分が讃かれているー
定の場æ~て強ぐ繕ひ・つけられているので、その句題、状況を共有するとと K よって、一人の情.，~;
燭劉 iぞ鉱がって V\< のである。乳児の初期に~いても、母捜のほほえみκ対してほほえみ、，.かの
-泣き声を縄ハて泣き他すという ζとがよ〈見られるとb りである。ある人の情勘は、その表的反応
あるいは反感かを感じるほか念いものであるoJ (注19)というと
を仲介として、その他何の助けも必嬰とせずに、他人の1W1bとなるの，ぞ。つまり、 f青島は、匁泊。念
‘ .係を一切jfJきにして鏑人MK.t育交況をつぐり出すわけである。
~と念(母親とは限っていない)の存lf:~しか反応し念いと述べている。ワロンも‘乳児は、緩初、
ζれは、乳泥κぉ・いてtlrl内邸感覚jと f自己感覚Jの徳能しs・a・か念いからで、それらしかし.
の‘島健κ作用する‘のを絢激ナる儲句Kしか反応できないからだとしている。そして、生後6か月
を過ぎる〈らいから、運動緩能の発達ともかかわって、身緩b表情が現われるようK在ると、子ど
‘"聞の情-的コミ sユケーシ，ンも活発κ念今て〈るのである。
ffWltJJ tc測する研究κょb、乳児の f愛着行動j を考ワロンの ro合的役会性j以上のよう念
i.-と念K対する情鑑的コ fsニケーシ.ンをまず形成すえてぐると、人mの翼生直撃の符疎性atK、
るが、それば、その..と念を介して社会とつ念がっているという点 ζそが重要なのだと懸われる。
社会の重野性と n~ 人間として発泡してい〈標療が社会のなかκあると何時κ、.の島、となたち、
したがって、乳児の r~漕行動j子どもたち、必るいは、物体とつ念が。ていぐというととである。
、
は、.ーチという閉じえ燭係の念かでとらえ、強調するのでは念〈、母(At初¢時期K建育するの ? ，
?
? ? ? ?
?が母であるとして)の管後tc.，る社会の存在が発逮κと令て必痩念のだという ζ とを強調すべき念
。では念いだろうか。
対する鎗前〉く伺吟(1' 
• 
V.)'は、令。心属学的傍9tょの}つの伎として、他の多 <0心.~鮮舵見られる f値j の舵念か
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ら出発する考え方に対して綿密念批判jをbと左っている。人聞の心理的活動Kついて考察する場合
一般的Kは、ピアジェの「自己中心性Jの概念代代表されるようV亡、自分自身しか知ら念いというま
ったく個人的左存在Jから出発し、それがだんだんと社会化されて¥自分というものと他者との衝突
を知り、そとから、自分だけで左 ~4也者の存在をも認めるととができるように?をるのだと考えられ
ている。とれK対して、ワロンは「自我の意識はとれを心理学的;を説明の道具K使う人々が主張す
るどとく原初的、必然、的なものでは念い。かえってとれは、すでK、は念はだ分化した心的活動の
産物であるoJ (注20)と述ペて批判している。そして、人聞の心理的活動の発達は、社会との関
係が未分化で、自他の区別念ど存在し左い「融合的社会性Jの設!若から、集団=複数の他者との関
係を通して、自我、あるいは、個性を獲得していき、さらに高次左質をもっ集団を形成していくと
いうとらえ方を提起している。との点については『教育学論集J(大阪市立大学文学部教育学研究
室)第2号の拙論「乳児期に》ける自然成長論の克被ーワロンの発達理論を手がかりにして-JVL 
詳しいので割愛し、ととでは「母子関係論Jを吟味するとととかかわって考えていきたい。
先にも少し触れたように、ワロンは、乳児が、 「内部感覚Jや「自己感覚」だけKとらわれてい
た段階から、視覚や運動機能の進歩K伴って、周囲とのかかわり方が客観的なものに左る段階に入
ると、子どもどうしの関係も出てくるととを明らかKしている。乳児は単K、 「内部感覚」や「自
己感覚JVL結びついた人K対してだけ声を出すのでは念〈、視覚刺激となりうる対象、自分が手を
出して触れる対象K反応するととができるように左るのである。との時期の子どもは、まだ他の子
どもK無関心でいるが、子どもの方代近づけられて目と目が合うと親しげK見つめている。あるい
は、物体よりも他の子どもの方K手を伸ばすととが多〈、見合ったれほほえんだりするととが観
察されている。
とうした時期を過ぎ、生後 6か月どろK念ってくると、ある形の社会性が目立って能動的K左り
拡大してくるという。 rとの年齢で本質的左ととは、子どもの社交的感受性である。生まれて間も
ない幾月かは、社交的感受性といえば身体器官の要求K由来しているように見えた。ととろが半年
過ぎてからの時期Kは、社交的感受性はその域を脱して一種専門的左ものと念る。 J(注21)と述
べて、まだ¥状況Kしばられてはいるが、身振り表情も豊かに、表現手段も多様に念ってくるとと
が明らかKされている。それまでは、ただ遇然触れ合ったり、視界K入ると見合うというだけだっ
た乳児も、との頃K左ると、 b互いK見合bうとい近寄ったり、.さわり合う、つかみ合う、交換
する左どの動作が見られるようK念る。との状態を、ワロンは、場面参与の濃い交流の状態と呼ん
でいる。さらに、 ζの段階の乳児:苛の関係を、ワロンは「相補的(C om p 1らmentaires)関
係Jと名づけている。つまり、 b互いにその場面K強〈結びつけられているので、支配一服従、見
る者一見せびらかす者、与える者一受けとる者念ど、一定の協応応、が念けれれ4ぽ、J4
というのである O 生後 7か月の子どもが5か月の子Eも陀見られた正きκ玩具を杭dそラ激し〈鳴
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• 
7か月の子どもと玩具を取り合っ8か月の-子どもは、あるいは、らして、その効果を喜んでいた、
ー
‘ ..可
念どという関係である。取り上げられた方はて取り上げ、得意そうに相手の前で動かしてみせた、
b互いの相補的役割からできあがる状況に沿互いが、相手の遊びぶりをじっと見ているのであり、
うながされて行動しているのである。
?『 ，
もう少し後~*ると、む互いの立場、役割が独立し、一致(許容、共感、 無感心)か対立(専制、‘ ‘ 、・ー
競争)かの関係が出てぐる。さらに後の時期代念ると、相手の立場を自分の心に取りとんで、同情、
? ?
? ?
?? 、?、
嫉妬念どを現わすようK在ってぐる。
. ・ 4.・、 ・
b互いの人格が認め合えるように念つてはじとのようK、人間どうしの関係は、個が確立して、‘ • 
b互いの関係ナめて成り立つのでは左〈、逆に、個人が、まだ状況の中K未分化K融合して会夕、• 
b互いの人格が認め合える関係、が形成されるらも未分化な段階からの交流の中から、個が確立し、
? ???
のである。そして、初期のコミュ ニクーションを支えているのが情動念のである。'‘ . 
やはり乳児期の人間関係を母一子の関係だけに帰すととには問題があとのようK考えてくると、
b と念一子(母一子)の系の方がより主導的ではあとの時期にbいては、るのではないだろうか。
-
"" 
3歳ぐらいK在ってからの自我の芽生え、個性の形成念るKしても、子一子の系も考慮、し左いと、?『??
? ??
「行動学入門J(紀伊国墨書庖)r遺伝、成熟、初期学習 J
J ・ McV・ハント r乳幼児の知的発達と教育 J(金子書房)p.191. 
乳幼児発達研究所主催、第一個夏期合宿研究集会〈昭和 5a年 8月)r乳児保育」分科会に
おける実践報告
小嶋謙四郎 r母子関係と子どもの性格Ji序にかえて j
島田照三 「乳幼児期における maternal deprivation 
影響についてーーとくに masked deprivation 
医学とその近接領域 JVol.7.必 5収録〉
ノト向島謙四郎 上掲書、 P 24-25 • 
r乳幼児の精神衛生 J(岩崎学術出版社)P.l. 
r子にとって母とは何か J(慶応通信)P . 28..-8 0 • 
r児童心理学総座 7 社会的発達 J(金子書房)P. 8 9 • 
fソピエト児童心彊学 J(明治図書 )P.91.
上備容
上傷容
とその発達過程に及ぼす
( r児童精神を中心としてJ
ど人格の形成を語るととはでき念いのでは念いだろうか。
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